
国民参加による気候変動情報収集・
分析委託業務の活動紹介

静岡県気候変動適応センター

（静岡県環境衛生科学研究所）

1.適応センターの紹介

2.環境省事業について



適応センターの紹介

• 設置年月日：2019年3月22日
（県適応計画策定とともにセンター機能確保）

• 設置機関：静岡県環境衛生科学研究所

（主に環境科学部が担う）

• 構成人員：2名（兼任）

（必要に応じて他部員（６人）の協力あり）

• 県予算（R1）：センター運営 50万円

（研究所として調査事業（3本）400万円）



本県の適応計画策定への取組
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関係部局の気候変動影響についての既存の調査・研究等実態把握 等

くらし・環境部環境局環境政策課

平成27年度

適応策策定への取組における先進県調査（三重県・長野県）

庁内関係部局による研究会の実施（全3回）

適応の推進体制の構築

平成28年度

静岡県地球温暖化対策推進本部

庁内関係部局27課で構成し、本県独自の適応策を検討

気候変動影響評価に関する文献の収集・整理（委託）

平成29年度

適応策推進部会設置 平成30年度

適応取組方針
策定へ



適応計画策定に合わせた当研究所の取組
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温暖化適応関係の研究を開始しようとするも資金獲得できず

平成27年度

自主研究開始（温暖化影響関係の事例収集）・研究会支援

NORNAC開催（テーマ：温暖化影響と適応）

長野県環境保全研究所視察・共同研究（ライチョウ）模索

平成28年度

自主研究（静岡県内の気候変動情報収集）

適応計画策定支援

平成29年度

国環研Ⅰ型研究開始 平成30年度

適応取組方針内に
センター機能確保
が明記



適応センターの業務

1. 気候変動影響・適応に関する情報を有する他の
研究機関等との連携体制の構築及び情報共有

2. 他の研究機関等からの気候変動影響・適応に関
する情報収集

3. 県内市町・事業者等の適応事例の把握

4. 県民・事業者等に対し、上記の収集した情報の
提供

環境政策課と共同して実施

ネットワークを形成



R1で実施していること

ネットワーク形成・情報収集・提供
・ネットワーク形成会議の開催 １回
・研究機関等の適応策（研究成果等）収集
・ホームページ開設（5月）
・講師派遣 15回
・環境省事業受託

適応に関する普及啓発（環境政策課）
・パンフレット 5千部印刷
・啓発パネル製作
・温暖化防止活動推進員等への講習会 6回



フェイスブ
ックもやっ
ています





令和元年度国民参加による気候
変動情報収集・分析事業

●国民参加による気候変動影響情報収集の実施

【a. 本事業共通の情報収集】以下の手法から２つ以上選び実施

1) 区域内の学校（小中学校）との連携による情報収集

2) 農業組合、漁業組合との連携による情報収集

3) 市民向けワークショップによる情報収集

【b. 提案による情報収集】

温湿度データ多地点一括回収

●収集した情報の分析、妥当性の確認の実施

●公表・普及啓発の実施



農業組合、漁業組合との連携による情報収集

農林水産業の生産者団体（16団体）に所属
する生産者を対象に、気候変動影響と思われ
る事項等に関する個別ヒアリングを実施
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短時間・局地的
な豪雨気温上昇

白未熟粒カメムシ増加に
よる斑点米

獣害（イノシシ、シカ、
ハクビシンなど）

適期の
刈取不能

水路・水田畔の
崩壊

（例）稲作への影響と対策（御殿場コシヒカリ）

ヘリによる
一斉防除

助成制度を
利用した

電気柵設置

夜間に水田
に水を流し
続けて温度
を下げる

収穫期の
異なる複数
品種を栽培

スマートフォンで随時
天候を確認し、すぐに
水門を閉じるなど迅

速に対応
高温耐性品種「にこ
まる」「きぬむすめ」

の普及
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市民向けワークショップによる情報収集

 地域住民から日々の生活や活動の中で実感して
いる地域特有の気候変動影響に関する情報を
WSを通して収集

 その原因や対策、適応策の検討など、地域住民
が具体的に検討し、次の行動につながる具体策
を自ら考える場を提供することで、普及啓発に
つなげる。 • 県東部、中部、西部で実施

• 温暖化や地域の将来に関心のあ
る人たちを対象（各15-30人）

• 静岡県地球温暖化防止活動推進
センターに再委託

• 「市民参加による気候変動の地
域での影響事例調べワークショ
ップ」を参考に実施



13

第1回WS

• 気候変動及び適応についての講義（県内の気候変動・県適応
取組方針紹介）

• グループワーク（自己紹介・身近に感じる影響等のシェア）



14

調査事例の記入

・温暖化の影響（分野）

・発生場所

・発生時期

・影響の要因

（・対策について）
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第２回WS

• 事例調査結果フィードバック

「クマゼミが増えた」
「南方系の蝶が増えた」
「桜の開花が早くなった」

「熱中症の増加」
「野外イベント」
「日傘男子」

「短時間降水量の増加」
「猛烈な台風」
「竜巻が多くなった」
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ツマグロヒョウモン

• パンジーにつくなど、都市環境にも適応
日本の動物分布図集（2010）環境省生物多様性センター
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竜巻は増えている？

＜気象庁HP＞

2007年から突風の調査を強化したことにより、
それ以前との単純な比較は難しい



18

第２回WS

• グループワーク（影響要因、必要対策、優先すべき対策等）
発表
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WS後のアンケート

• WSが地域住民自らが考えて行動するきっかけになった。
「温暖化になってしまった今、自分や周り（市町など）で

できることがたくさんあると分かった」
「自分で（適応について）考えるようになった」

• 提案された適応策の中には、
「エコカーを利用する」「節電する」

といった従来の緩和策に関するものも多く、今後の課題と
して「適応」の概念を一般的に浸透させていくことが挙げ
られる。
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熱中症予防・暑熱対策に向け、温暖化影響に加えてヒートアイ
ランド現象が想定される静岡市街地60カ所（県庁6km圏内の
小中学校55カ所、県・市施設5カ所）に温湿度センサーを設置
し、計測を開始

クラウド

温湿度データ多地点一括回収

LPWA（Low Power Wide Area：WiFiやBluetoothよりも長距離（数km）の
範囲をカバーできる無線通信技術）を活用したデータ回収システム構築

既設百葉箱（左上）の
無い地点には簡易小型
百葉箱（右上）を設置
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温湿度センサー設置場所
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2019.09.03 14時前後の気温（℃）



最後に、
令和元年度国民参加による気候変動情報収集
・分析事業を受託するメリット

●センター業務（情報収集・分析・提供等）を行
なうにあたり、環境省事業のシナリオに沿って
進めることができる。

●ヒアリング対象者選定時点から県の農業・水産
等研究機関に関わってもらうことで、気候変動
影響・適応に関する課題の共有が可能になる。

●環境省や国環研とのパイプができることで、今
後もサポートを受けやすくなる？
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